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内藤 貴仁
トポロジーの観点から、自由ループ空間の研究を進め、
それが持つ幾何学的情報の解明や、そこから生まれる
新たな数学的対象の発見を目指しています。
略歴 所属学会など

2013年に信州大学にて学位（理学）取得後、
東京大学での特任研究員、日本学術振興会特別
研究員（PD）を経て、2018年に日本工業大学
共通教育学群の講師に着任。
現在はトポロジー、特に自由ループ空間を中心
に、そこから派生して生まれる幾何学的、代数
的対象の研究に着手している。

日本数学会

研究紹介 自由ループ空間に関する研究
トポロジー（位相幾何学）とは、幾何学の一分野であり、図
形や空間の「つながり方」に焦点を当てた研究分野です。よ
く「柔らかい幾何学」と説明されることがありますが、位相
幾何学では、切り貼りせず、連続変形して移り変わる図形を
同じと見なします。図形の形ではなく、連続変形しても変わ
らない図形の本質的な情報に着目するのが、位相幾何学の考
え方です。その考え方は物理学をはじめ、現在ではトポロジ
カルデータ解析として、工学の分野にも登場しています。

私の研究対象は、主に自由ループ空間と呼ばれる幾何学的対
象で、それは図形や空間上の「閉じた紐」と呼ばれる、輪ゴ
ムのような輪が成す空間です。自由ループ空間の研究は、曲
がった空間内の測地線の研究を発端とし、現在では数学の他
分野とも密接に関係しています。その中でも、ストリングト
ポロジー理論と呼ばれる、紐の相互作用を起源とする数学を
主に研究しており、特にそこから生まれる豊かな代数構造
（Lie代数、BV代数等）に着目しています。本研究により、代
数構造がもつ空間の幾何学的情報の解明や、数理物理を起源
とする新たな代数構造の発見が期待されます。
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身体運動科学

齋藤 早紀子
動作解析や筋活動の分析を用いて、
人の動きのメカニズムを解明する研究をとおして、
人々の健康づくりに貢献したいと考えています。

略歴 所属学会など
博士（学術）。お茶の水女子大学特別研
究員を経て、2019年に日本工業大学共
通教育学群に講師として着任。現在は、
印象評価と動作解析を用いて、魅力的な
動きの解明に関する研究に従事。

日本体育・スポーツ・健康学会
日本体力医学会
日本ダンス医科学会
日本バイオメカニズム学会

研究紹介 魅力的な歩き方に関する研究

ヒトは、相手のすがた・かたちだけでなく、しぐさや立ち居振る舞
いと行った動きをも利用してその印象を形成し、円滑なコミュニ
ケーションに役立てています。
歩行は人の基本的な移動運動の1つですが、やはりその姿からも見
る人は様々な印象をうけています。人のみための中でも、歩き方を
変えることは、比較的低コスト・低リスクで相手に与える印象を変
えることのできる有効なツールといえます。

人が歩く姿を見たときにうける印象と、
歩き方の動作解析とを合わせて検証する
ことで、ある印象を生じさせる歩き方の
特徴を明らかにしています。歩き方をと
おして、魅力的な動きとは何かを解明す
ることで、健康の保持増進に貢献できる
だけでなく、人らしいロボットの開発、
アニメーションなどの映像コンテンツへ
の利用など他の分野にも貢献できるよう
な知見を蓄積していきたいと考えます。
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